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全国の65歳以上の割合（高齢化率）が27.7％になった。沖縄が超高齢社会の水準に初めて突入した事を
うけ、今年、全ての都道府県で超高齢社会となったようだ。
先日、地元の商店街のイベントで、歯科相談ブースに参加したのだが、相談者の９割が高齢者だった。昔、

通学路だった商店街で、学校帰りに寄り道して友達との懐かしい思い出の場所だが、今ではシャッターが目
立ち、飲食店や文具店も学生ではなく、杖や押し車を押す高齢の方々が多くすっかり様変わりしてしまった。
震災前、スーパーの一角にあったファーストフード店はどこかのサロンのようで、お客の高齢者率が全国一
ではないかと思えるほどだった。淋しさは感じるものの、高齢者のパワーに感服する。“オーラルフレイル”
予防にも力を入れて、ますます元気な人生を謳歌してもらいたい。
祖父もめでたく（⁉）100歳を迎えた。まさかの有言実行に驚愕している。３世代大老中老初老介護は大

変であるが、気難しい肥後もっこすが穏やかな笑顔を見せてくれるようになり、若輩歯医者はこれからも頑
張らなければ…　　

編集者のつぶやき

（T. M）
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　今年度の笑顔ヘルC写真コンクール会長賞
の写真です。撮影者のコメントでは「猛暑で
外遊びができなかったが、台風後、やっと外
遊び、水たまりに大はしゃぎ」屈託の無い可
愛い笑顔ですね。その他優秀賞１点、奨励賞
１点、佳作５点、の計８点を本会ホームページ
に掲載していま す。一度ご覧ください。

（T. K）

「待ちに待ったお散歩」

事業課からのご案内

今年度から
保険料が
さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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会員の先生方におかれましては､ 日頃より本会事業にご協力いただきまして誠にありがと

うございます｡

近年口腔と全身との関係について医科歯科連携の重要性が取り沙汰されております｡ 私が

担当している総務・医療連携委員会では医科歯科連携の中でも､ がん患者医科歯科医療連携

事業と回復期医科歯科病診連携事業を行なっております｡

がん患者医科歯科医療連携事業は平成25年４月から連携を始め､ 現在23の病院から5,009

件 (平成30年８月末現在) のご紹介をいただいております｡ がん連携登録研修会は昨年度ま

でで37回開催し､ 連携１ (術前口腔ケア) を登録して頂いた先生は513人で､ 本会の会員数

の50％を超えております｡ この数値は全国的にみてもとても素晴らしく会員の先生方の意識

の高さが伺えます｡

ところで､ 『均てん化』 という言葉ご存知でしょうか？均てん化 (均霑化) とは､ ｢生物が

ひとしく雨露の恵みにうるおうように｣ という意味です｡ がん医療においては､ 全国どこで

もがんの標準的な専門医療を受けられるよう､ 医療技術などの格差の是正を図ることを指し

ます｡ 県民ががんに罹患された時､ 何処ででも平等で素晴らしい医療を受けられるような体

制づくりが大事です｡ また周術期における口腔機能管理の重要性が更に認識され､ 今年度の

点数改定では人工股関節置換術､ 脳卒中に対する手術､ 造血幹細胞移植手術が新たに対象手

術に追加されました｡ これにより更に手術前の紹介患者数が増加していくことが予想されま

す｡ 今年度も未受講の先生方のために２回開催を予定しておりますので是非受講していただ

きたいと思います｡

つぎに､ 回復期医科歯科病診連携事業は平成26年４月から連携を始め､ 今年度新たに有明

成仁病院と覚書を交わし､ これで県内７病院 (熊本機能病院､ 熊本託麻台リハ病院､ 江南病

院､ 青磁野リハ病院､ 平成とうや病院､ 熊本リハ病院､ 有明成仁病院) から2,512件 (平成30

年８月末現在) のご紹介をいただいております｡ 回復期病院退院後､ 施設や在宅で誤嚥性肺

炎を引き起こし再度入院されるというケースも珍しくありません｡ 県内においてまだまだ連

携している病院が少ない状態です｡ 今後県下全域の回復期病院との連携を目指していければ

と考えております｡

最後に､ 上記の二つの事業は､ 来年度も地域医療介護総合確保基金事業として進めていく

こととなります｡ これまでを振り返り問題点を改善し､ より良い医科歯科連携構築を目指し､

会員並びに県民のため取り組んで参りますので､ 今後ともご協力のほどよろしくお願い致し

ます｡
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―第18回理事会―
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10月24日(水) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他小島副会長を除く全役員出
席のもと開催された｡
１. 開会：伊藤副会長

２. 挨拶：浦田会長

10月に入りましてクールビズが終わりまし
た｡ 涼しくなりましたが､ まだ暑いなという
日もあります｡ 寒暖差が激しいですので､ 体
調管理には充分にお気を付けください｡

今年も残り２か月程となりましたが､ まだ
まだ対応していかなければならない会務があ
りますので､ 役職員一同､ 力をあわせて頑張っ
て行きたいと思います｡

本日､ 机上にありますように､ 執行部10年
の歩みをまとめていただきました｡ 来年の事
業計画・予算策定の参考資料にするというこ
とで､ 当初予定よりも早めに仕上げていただ
きました｡ ご苦労をかけまして､ 本当にあり
がとうございます｡ 毎年予算を削減し､ 今年
も概ね１割カットということで話をさせてい
ただきました｡ 現在､ 会員の先生方に終身会
員の見直しについて説明しておりますが､ ま
ずは自ら身を切る努力が必要です｡ その辺は
役員の先生方もご理解いただくようお願いい
たします｡ 10年の流れを振り返って､ 事業に
よっては廃止してもよいとか大事にした方が
よいとかをあらためて検討いただき､ 来年度
の事業計画・予算を練っていただきたいと思
います｡

また､ この10年間執行させていただいて､
大きな懸案でありました口腔保健センターに
ついて､ これはまだ正式決定ではありません
が､ 歯科医師１名と歯科衛生士２名の常勤化
を検討していると県庁から話がありました｡
非常にありがたい事で､ これが実現すると障
がい者の方にとってもいいことでありますし､
本会にとっても長くこの事業を続ける礎があ
らたに確立されることになり､ 非常に喜んで
おります｡ 是非､ この事業が実現するように
今後とも県庁と話し合いながら進めて行きた
いと思います｡ 私もこの事業に携わり何とか
したいと常々思っておりましたので､ 心残り
が１つ解消されると期待しております｡

本日も慎重審議をよろしくお願いいたしま
す｡

３. 議長選出：浦田会長

４. 議事録署名人：中嶋監事､ 西野監事､

浦田会長

５. 平成30年度会務報告：

(自：９月20日～至：10月21日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ 裁定審議

委員会､ 社会歯科学会秋季研修

会

社会保険：介護保険請求ハンドブック

医療対策：九州各県歯科医療安全対策担当

者会､ 医療相談苦情事例

総務・医療連携：スカイプ会議

学 院：高校推薦・指定校推薦入学試験

事 業 課：陽子線治療説明会

以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：

１. 表彰�厚生労働大臣表彰

田上 大輔 会員 (阿蘇郡市)

※表彰式：11月17日(土) 第39回全国歯

科保健大会 (於・栃木県)�文部科学大臣表彰

中山 精文 会員 (菊池郡市)

※表彰式：10月25日(木) 全国学校保健・

安全研究大会 (於・鹿児島県)�熊本県高等学校保健功労者表彰

玉置 孝信 会員 (上益城郡)､

水上 正太 会員(八代)

※表彰式：１月25日(金) 熊本県高等学

校保健研究協議大会
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２. 100歳 (百寿) になられる会員��� 敬正 会員 (熊本市：大正７年

11月５日生まれ)

日歯と本会からお祝金を贈呈する｡

贈呈は､ 親族である��真由美会員に

依頼して行う｡

３. 退会会員�故 北田 賢次郎 会員 (終身／玉名

郡市) 86歳 ９月18日ご逝去�磯野 誠一 会員 (第１種／熊本市)

９月30日付 閉院のため

４. 平成30年度地域医療介護総合確保基金

事業新規提案に対する熊本県の検討結果

10月17日に県医療政策課から示された､

今年度の各事業の予算額と次年度の新規

提案事業の方向性について報告がなされ

た｡ なお､ 以前より要望していた口腔保

健センターの診療体制の充実に関しては､

次年度から３年間は基金事業として予算

化され､ その後も永続的な事業として熊

本県が検討しているとの話があった｡

５. 支払基金によるオンライン請求の推進

支払基金より､ オンラインの活用及び

オンライン請求の推進の観点から､ 紙レ

セプトによる返戻再請求が多いオンライ

ン請求医療機関２件とレセプト請求件数

が多い電子媒体請求医療機関８件に対し

文書連絡等を行う旨の連絡があった｡

６. 日歯からの平成30年７月豪雨災害義援

金の配分額決定報告

日歯より､ ９月11日現在集まっている

49,469,985円の義援金について､ 会員診

療所及び自宅で被害のあった13道府県に

対する第１次配分額の報告があった｡

７. 熊本県在宅医療連合会代表者会議への

対応

松本理事に出席してもらうことする｡

８. 第71回九州歯科医学大会厚生行事応援

行程

10月28日(日) 佐賀県にて開催される

各厚生行事の応援行程について報告がな

された｡

９. 8020運動30周年記念式典及びシンポジ

ウムへの参加

12月13日(木) 午後２時より､ 東京・

イイノホールにて開催され､ 浦田会長､

牛島専務理事と澤田事務局長が参加する｡

10. 県学校保健会協力寄付金

今年度は､ 158人の会員より372口

1,116,000円の寄付があった｡

11. 平成30年度老人保健健康増進等事業

｢歯科医師・薬剤師・看護職員向け認知

症対応力向上研修の評価方法と受講後の

実態に関する調査研究事業｣ に係るアン

ケート調査

昨年度､ 認知症対応力向上研修会を受

講した会員のうち､ 本会及び郡市歯会で

役員等をしている会員を中心に50人を抽

出して日歯へ報告する｡

12. 事業企画書�厚生・医療管理委員会：１月12日(土)

｢院長・リーダー歯科衛生士を対象と

したスタッフ育成についての講演会｣

13. 事業実施報告書�総務・医療連携委員会：８月末がん及

び回復期の医科歯科連携事業

14. ９月末会計現況

口腔保健センターの今年度上半期の

状況は､ 前年度に比べ収入は毎月増え

ており､ 支出はほぼ予算どおりに推移

している｡

15. その他�在宅歯科診療器材整備事業

現在､ 会員で歯科器材の購入を希望

する場合は､ 10月29日(月) を締切と

して申込書の提出をお願いしている｡

なお､ 初めて購入される方でポータブ

ルユニットとポータブルレントゲンの

購入が優先となっている｡�浦田執行部10年のあゆみ

各役員が執筆し､ 渡辺副会長がとり

まとめたものが完成した｡ このあゆみ

を踏まえて今後の事業計画を立てるよ

うにする｡

７. 連絡事項：

１. 11月行事予定

10日(土) の病診連携特別講演会は､

現時点で約50人の参加申込であるため､

各理事に委員会委員への参加を呼びかけ

てもらうこととする｡
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２. ３月開催の臨時代議員会までのスケジュ

ール

２月の第１回目の常務理事会は４日

(月)､ 第２回目の常務理事会は13日(水)､

理事会は19日(火)､ ３月の第１回目の常

務理事会は４日(月)､ 第２回目の常務理

事会は27日(水)､ 理事会は13日(水) と

する｡

３. 平成31年度各委員会概算要求協議日程

(案)

日程案どおりに実施する｡

８. 承認事項：

１. 新入会員の承認 [承認]

原田 華 (第１種：熊本市)､ 秋吉 愛花

(第１種：熊本市)､ 北須賀 通子 (第１

種：菊池郡市)､ 友枝 圭 (第２種：熊本

市)､ 溝口 千乃 (第３種)､ 長田 明子

(第３種)､ 山田 崇弘 (第３種)､ 吉田

遼司 (第３種)､ 山口 健太郎 (第３種)､

計９人の入会を承認した｡

※30年度入会状況 (10月末現在)：

第１種・17人､ 第２種・４人､ 第３種・

25人､ 第４種・１医療機関

２. 名義後援使用依頼 [承認]�第66回熊本小児保健研究会／熊本大学

医学部附属病院 (継続承認)�熊本小児歯科懇話会第83回例会／熊本

小児歯科懇話会 (継続承認)�平成30年度県民公開講座／県歯科衛生

士会 (継続承認)

９. 議題：

１. 平成32年度 (2020年) 九地連公募研究

事業のテーマ [継続]

一つはＢＰ製剤を始めとする薬剤関連

顎骨壊死について､ 統一テーマとして提

出する方向で次回理事会にて協議するこ

ととした｡ 他に何かテーマがあれば牛島

専務理事まで連絡することとした｡

２. 平成30年度災害歯科保健医療チーム養

成支援事業｣ 災害歯科保健医療体制研修

会への対応 [承認]

宇治理事と県庁の楠田参事 (歯科衛生

士) に加えて､ 熊大口腔外科の中山教授

から希望のあった災害歯科担当の歯科医

師の合計３人を受講者として申し込むこ

ととした｡

３. 定期便に係る同封物取り扱い基準内規

並びに講演会及び研修会案内の掲載､ 郵

便物同封等の基準の一部改正 (案)[承認]

一部訂正の上で承認した｡ なお､ 内規

なので､ 運用していき不都合があればま

た見直すこととする｡

４. 北海道胆振東部地震被害に対する災害

見舞金贈呈 [承認]

日歯と日歯連盟が50万円ずつ､ 北海道

歯科医師会と北海道歯科医師連盟へ見舞

金を贈呈したことを受けて､ 本会として

も50万円を贈呈することとした｡ なお､

11月３日に浦田会長と牛島専務理事が北

海道に直接出向き贈呈する｡

５. 平成30年６月定時代議員会に提出した

第１号議案 ｢公益目的支出計画実施報告

書｣ の修正及び代議員への報告 [承認]

県庁から指摘があり修正した旨を､ ３

月の臨時代議員会時に報告することとし

た｡

６. 本会構成グループ以外の会員への中小

企業グループ補助金代行手数料の助成

[承認]

領収証の提出があった20人の代行手数

料について､ 10万円を限度に助成するこ

ととした｡

７. 本会玄関ホール庇樋修理及び天井塗装

工事 [承認]

３社相見積の結果､ 価格が一番安い業

者 (岩永組) に修理及び塗装工事を依頼

することとした｡

８. 熊日新聞 ｢いい歯の日｣ 企画広告掲載

記事 [承認]

一部訂正した上で承認した｡

10. 協議事項：

11. 監事講評：

中嶋監事より､ 各委員会において予算の

１割カットで策定中であると思うが､ 委員

会においてスカイプ等を利用するなど削減

に努めてほしいとの要請があった｡

12. 閉会：渡辺副会長

(理事 竹下 憲治)
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つ､ 競争市場にさらされる方が良いのか？”｣､

今後の歯科界が進むべき方向への問いかけが

あった｡

協議は各県から提出された33題の議題につ

いて行われた｡ 主な議題としては､ 個別指導

の状況や平均点の推移､ 新たな施設基準につ

いて等､ 白熱した意見交換が行われ､ 思いの

ほか各県の解釈の違いに驚き､ また勉強になっ

た｡

この会議で得られた情報を参考に､ さらに

会員に役に立つ委員会として今後も努力して

行きたい｡

(市川 康裕)

���������� ������������������������������
―近県歯科医師会社会保険担当者会議―

９月22日(土) 午後２時より県歯会館にて､

第20回近県社保担当者会議が開催された｡ 牛

島専務の開会の辞に続き､ 浦田会長､ 豊嶋香

川県歯会長､ 小山山口県歯会長､ 宮口長崎県

歯会長より挨拶があり､ 慣例により座長に田

中理事が選出され､ 会議が進行した｡

報告では､ 椿日歯社保委員より､ 規制改革

推進会議の検討状況と今後の課題について､

国際的な歯科界の現状も踏まえて熱い説明が

あり､ 最後に ｢“歯科医としては点数が低い

がなるべく保険導入してもらった方が良いの

か？”､ それとも“一定の自由度を確保しつ

����

���������� ��������������������������
―九州各県社会保険担当者会―

挨拶する浦田会長

10月13日(土) に､ 宮崎県歯科医師会館に

て､ 平成30年度九州各県歯科医師会社会保険

担当者会が開催された｡ 県歯からは､ 椿常務､

田中理事､ 桐野委員長､ 井口副委員長､ ４人

で出席した｡ 高橋宮崎県歯副会長の開会の挨

拶にて会議が開始され､ 重城宮崎県歯会長と

����
遠藤日歯常務の挨拶､ 出席者紹介があり､ 座

長に根井宮崎県歯常務､ 副座長に玉井鹿児島

県歯理事を選出し会議が進行した｡ 日本歯科

医師会報告では､ 遠藤日歯常務より以下のよ

うな報告があった｡

医療費の動向について､ 日本歯科総合研究
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が病名として追加されたことは周知のことで

あるが､ 平成27年４月16日の日本歯科医学会

からの提示案の中には､ 他に生活習慣性歯周

病､ 口腔バイオフィルム感染症も含まれてい

たが､ 最終的に上記２病名が新病名となった｡

咀嚼能力検査・咬合圧検査・舌圧検査につい

ては､ 改定前は検査機器の購入のためにハー

ドルが高く算定医療機関がほとんどなかった

が､ 改定後は検査機器の価格が低下したこと

と算定要件が緩和されたことにより､ 徐々に

算定医療機関が増えていくことが期待される｡

今後の社会保障について､ 第111回社会保

障審議会医療保険部会の資料より､ 医療費の

動向等に応じて給付率を調整することが提示

されている｡ 即ち､ 患者負担を上限付きの定

率とした上で､ それ以外は被保険者全体で負

担していたものを変更し､ 医療費が増えれば

機械的に患者負担の割合も高くなるようにす

ることである｡ また､ 地域別の診療報酬の設

定についても提示している｡ 即ち､ 現在の診

療報酬の１点10円を１点９円にする等を含む

ことである｡ 第112回社会保障審議会医療保

険部会では､ 2020年度に本格運用の開始予定

となっているマイナンバーカードによる受診

時の資格確認を可能とすること､ 被保険者番

号の個人単位での履歴確認ができるように､

現在の世帯単位の被保険者番号に２桁の個人

を識別する番号を付すること､ 2020年度中に

全保険者と全国の医療機関を対象にオンライ

ン資格確認の運用を開始すること､ 特定健診

データ・医療費・薬剤情報の活用について提

案があった｡

協議では21件の協議題､ 日歯への要望及び

質問では11件が出され､ 遠藤常務からの説明

と協議があり､ 午後５時30分過ぎに上窪宮崎

県歯副会長の閉会の挨拶で会議は終了した｡

当該会議で得られた情報を､ 今後の委員会で

の活動に生かしていけるように努めたいと思う｡

(桐野 美孝)

機構によると､ 歯科診療医療費の経年推移は､

平成19年に２兆５千億円で､ それまで徐々に

低下していたものが底を打ち､ 年々増加して

平成29年には２兆91千２百億円となっている｡

また､ 金パラの使用金属費を除いた医療費に

ついて同様の傾向がみられた｡ 熊本県の総医

療費は､ 以下のように全国の前年比増減と比

較すると高い数値となっている｡

施設基準届出については､ 平成30年６月１

日時点で全国平均が､ か強診は15.0％､ 歯援

診は16.3％､ 外来環は32.0％であり､ 熊本県

は､ 上記３施設基準で全国平均より高くなっ

ている｡ 平成29年度診療行為別歯科医療費増

減額について､ 対前年増減額が多いものを挙

げると､ 以下のようになる｡

全体的に増加傾向にある中､ 補綴に関して

は､ 合計が減少している｡

平成30年度診療報酬改定の概要について､

新たに口腔機能低下症､ 口腔機能発達不全症

(％)
H25 H26 H27 H28 H29

全国 0.8 2.9 1.35 1.5 1.4
熊本 1.1 3.1 1.14 2.3 3.4

(億円)
外来環・初再診療 41.9
Ce 51.6
在宅合計 48.7
歯周組織処置合計 228.8
SPT２ 139.3
補綴合計 －195.2
築造ファイバー 21.4
CAD/CAM本体 23.7

急速な社会保障の変化へ対応を協議
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―九州各県歯科医療安全対策担当者会―

応の事例､ などの具体例について様々な意

見交換が行われた｡

３､ 日本歯科医師会への要望及び質問

厚生労働省委託事業 ｢平成29年度歯科医

療事故情報等事業｣､ 歯科衛生士不足に対

する日歯の対応､ 水銀処理､ などの質問が

あった｡ それに対して､ 森口理事より広告

規制の基本的な考え方やカルテの保存期間

の見直し (紙カルテ５年保存からデータカ

ルテ20年保存への変更等)､ 医療機関に退

蔵されている水銀回収マニュアルなどの説

明がなされた｡

４､ 統一フォーマットによる事例報告

各県より２～３例の事案の報告があった｡

抜歯後の麻痺､ 針刺し事故､ コミュニケー

ション不足などの多種多様な事案に対し､

分析検討を行った｡

その後､ ｢最近の医事紛争の動向について｣

と題して､ 岡村大分県歯顧問弁護士より講演

があった｡ 医事紛争､ 医療事故､ 医療過誤に

ついて具体的な判例を用いて､ 分かりやすい

講演が行われた｡

最後に次期開催県である平塚福岡県歯理事

より挨拶があり､ 閉会した｡

(五島 嘉人)

大分県歯科医師会館にて

10月13日(土) 大分県歯科医師会館におい

て､ 九州各県歯科医療安全対策担当者会が開

催された｡ 当県からは永松理事､ 五島委員が

出席した｡

まず､ 柴崎大分県歯副会長による開会の辞

があり､ 続いて長尾大分県歯会長､ 森口日歯

理事より挨拶があり､ 協議に入った｡

１､ 平成30年度九州各県歯科医療安全対策関

係事業計画並びに予算

各県提出の平成30年度の事業計画書並び

に予算書についての報告があった｡ 各県とも

に､ より安全で安心な歯科医療を提供する

ために意見交換や講習会を行っており､ 当

県においても大変参考になる内容であった｡

２､ 各県提出協議題

各県が抱える問題点について他県から意

見を出し合い､ 協議検討を行った｡ 損害賠

償額の積算､ 応召義務のあり方､ 弁護士対

当県より出席の永松理事 (右)と五島委員 (左)

����
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―第２回歯科医科連携シンポジウム―

〈講演２〉 ｢熊本県における回復期医科歯科

連携について｣

熊本県歯科医師会 理事 宇治 信博氏

回復期医科歯科連携を推進する歯科医師会

理事の立場から､ 連携の必要性､ また経済財

政運営と基本方針2018 (骨太の方針2018) に

｢生涯を通じた歯科健診の充実｣ ｢歯科口腔保

健の充実｣ ｢地域における医科歯科連携の構

築｣ などのワードが組み込まれたことを報告

され､ 連携の重要性を話された｡

続いて､ 連携事業の経緯､ 回復期医科歯科

連携のシステムを説明され､ 連携開始以降の

訪問依頼件数の増加､ 連携病院別の依頼件数

を報告された｡

今後の課題として､ アンケートにより寄せ

られた回復期病院と登録歯科医院双方からの

意見を数例挙げて､

・病院側と歯科側双方のコミュニケーショ

ンをもっと増やす｡

・お互いの立場を配慮する｡

・医科側の常識≒歯科側の常識｡

・訪問歯科診療から在宅歯科診療まで継続

的にサポートするシステムを推進させる｡

・連携する病院を県内全域に拡げたい｡

とまとめられた｡

〈講演３〉 ｢歯科標榜のない回復期病院に勤

務する歯科衛生士の立場から｣

江南病院 歯科衛生士 中村加代子氏

勤務する江南病院は診療科目に歯科がなく､

保健医協会との連携もますます強化

10月20日(土) 午後５時より県歯会館４Ｆ

ホールにて第２回歯科医科連携シンポジウム

｢歯科＋医科＝∞ (無限大) 入院患者への訪

問歯科が現場を変えた｣ が開催された｡

〈講演１〉 ｢回復期リハ病院における訪問歯

科の新しい連携｣

熊本託麻台リハビリテーション病院

理事長 平田 好文氏

託麻台リハビリテーション病院は連携開始

５年間で訪問歯科診療依頼数が年々増加して

おり､ その内の約半数の割合が義歯調整依頼

であった｡ 昨年１年間の回復期病棟入院患者

515人のうち､ 約半数が義歯装着患者であり､

その内37％に義歯に問題があったと報告され

た｡ 医科歯科連携の実施､ 院内独自の口腔ケ

アセットの導入などで､ 連携開始以降､ 肺炎

での緊急転院が減少したとの報告があった｡

まとめとして､

・歯科訪問診療により患者の口腔機能が向

上し摂食機能の改善に繋がった｡

・効果を実感し病院スタッフの口腔内への

意識が高まった｡

・医科歯科連携を開始し早期の対応が可能

となり､ 退院後も継続した口腔機能の管

理が可能となった｡

・口腔機能の回復と口腔衛生の改善は誤嚥

性肺炎発症予防において重要と考える｡

�������

口腔ケアの導入で肺炎が減少
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やすいように口腔ケアのポイント図示したシー

トを使用して､ コミュニケーションを図って

いるとのことであった｡ 病棟カンファレンス

にも参加し､ ｢口腔ケアチーム｣ ｢誤嚥性肺炎

予防チーム｣ を作り､ 口腔内に問題のある患

者の情報を提供し共有していると報告された｡

院内に歯科がないということで､ そこで働

く歯科衛生士として医科のDrとのコミュニ

ケーションが重要と話された｡

最後に､ シンポジウム形式の質疑応答が行

われ､ 今後の歯科医科連携の推進､ 熊本市以

外の郡市への連携拡大､ 病院に歯科衛生士を

新規採用する際のアドバイスなどの質問・意

見が出され議論された｡

歯科医師､ 医師､ 歯科衛生士､ 看護師､ 言

語聴覚士､ 教員､ 学生など計125人が参加｡

昨年のキックオフシンポジウムに続き保険

医協会とのシンポジウムは今回で２回目､ 今

年度医科歯科連携講演会を別に開催しており

計３回目の合同開催となった｡

(片山 泰紀)

演者はリハビリテーション科の歯科衛生士ス

タッフとして勤務している｡ その回復期病院

内での歯科衛生士としての役割・仕事につい

て講演が行われた｡

歯科衛生士の仕事として､ 入院時口腔アセ

スメント､ 摂食嚥下専門士養成コース ｢口腔

ケア｣ 講義・実習､ 歯科訪問診療の検討・補

助､ 病棟口腔ケア指導､ 病棟カンファレンス

参加､ 新人看護師対象口腔ケア講義､ 全身麻

酔オペ前口腔ケアの助言等を挙げられた｡

病院独自の口腔ケアアセスメントシートを

使用したり､ 看護師などの他業種でもわかり

歯科医科連携の必要性を話す宇治理事

衛生士の立場から口腔ケアの重要性を話す中村先生

質疑応答するシンポジスト

事務局の年末年始休業

仕事納め：12月28日(金) 午後５時・業務終了

年末・年始休業期間：12月29日(土)～１月３日(木)

仕事始め：１月４日(金) 午前８時30分・業務開始
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られたそうですが､ その時の驚きがよほど大

きかったのか､ そのあとの事は二人とも何も

思い出せないそうです｡ もちろん中学のクラ

スの皆に ｢ほんもん (本者) の金栗四三さん

に会ってきたぞ！｣ と得意げに自慢したのは

覚えてるそうです｡ 羨ましい話です｡ 四三叔

父67歳の事です｡

｢KK-WING｣ はご存知のように平成10年

８月に落成した熊本県民陸上競技場の名前で

す｡ (現在は施設命名権で別名になっている)

このK.Kは熊本のＫと金栗のＫだと御存知で

すか？スタジアムの正面入口に金栗氏の等身

大走姿像を建立しようと予算書も趣意書も出

来上がり平成18年に四三叔父の長女､ 池部政

子さんを訪ねて了解を得ようとしたそうです｡

でも結局､ 家族５人 (弟､ 姉) で相談した結

果､ ｢今までもアチコチから銅像建立の話が

あったが､ 元気だった母スヤが固く辞退して

いました｡ たぶん父､ 四三の遺言だったので

しょう｡｣ と今回も断られたそうである｡

でも四三叔父の母校､ 玉名高校には四三叔

父の喜寿77歳を祝って銅像が建っています｡

ロマンティックな大記録 ｢54年８ヶ月６日

５時間32分20秒３｣ の話もご存知の方は多い

でしょう｡

私の叔父さんに関する思い出は附中時代､

体育の先生から ｢お前は金栗さんの孫だから

走っとのそーにゃ速かろ？｣ と何度も尋ねら

れたことです｡ ｢そんな訳なかでしょ！｣ と

思い､ いつも言い訳してましたが歩くのと長

距離は好きでした｡

現在でも玉名から自宅まで45分ぐらい､ 熊

本市内から自宅まで西里経由で４時間半くら

い歩いて帰ることもあります｡ あまり苦にな

らず楽しいと思って歩きます｡

コレはカナクリズム (体力・気力・努力) !?

です｡

私の一回り年上のアメリカ在住の二人の従

兄弟たちから聞いた面白話もあります｡

従兄弟二人が中学生の頃､ 四三叔父の玉名

市上小田の自宅に遊び (探検) に行った時の

話｡ 静まり返った大きな屋敷の庭に勝手に入

り込み､ 何処からか木刀を見つけてきて庭の

植木を何本か切り倒して遊んでいたそうです｡

座敷の方に廻りどちらかが ｢座敷で四三さん

が昼寝しとらすごたる｡｣ と言ったので ｢ほ

んなもん (者) ね？｣ ともう一人に問い返す

と突然障子がガタッと開き､ 四三叔父本人が

｢ほんなもん (者) ぞ！｣ と大声で笑いなが

ら出てこられたのには驚いたそうです｡

｢なんばしよっとか？｣ と笑いながら尋ね

｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢222222222222222222222222555555555555555555555555万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗栗四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三はははははははははははははははははははははははは私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私のののののののののののののののののののののののの大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔叔父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣｣��������
玉名郡市 春野 惟一

カナクリズム

玉名高校の銅像
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四三叔父はオリンピックストックホルム大

会のマラソンで途中棄権？行方不明？でゴー

ルしていませんでした｡ ｢マラソン競技の完

走を要請する！｣ とスウェーデンオリンピッ

ク委員会から丁寧な案内があったそうです｡

四三叔父は感激してこの招待に応じ､ ロング

コートに短靴のままゴール前数十メートルを

走ってテープを切ったそうです｡ すると場内

アナウンスが ｢日本の金栗四三選手､ ただい

まゴールインしました｡ 記録54年８ヶ月６日

５時間32分20秒３です！これで第５回オリン

ピックストックホルム大会はすべて日程を終

了しました！｣ と｡ 割れるようなスタンドの

拍手の中､ 四三叔父は ｢長ーーい道のりでし

た｡ この間に嫁をめとり､ ６人の子どもと10

人の孫に恵まれました｡｣ と｡

なんてお洒落でロマンティック､ ユーモア

あふれる感動的な話でしょうか｡ 四三叔父76

歳の事です｡

カナクリ

ズム(体力・

気力・努力)

は単にマラ

ソン競争に

おける言葉

ではないと

思います｡

四三叔父

が書いてる

｢マラソン

十訓｣ もた

だマラソン競争のための言葉じゃなく生活信

条だと思っています｡ 皆さんはどう感じます

か？

最後にこの十訓を書き､ 今からでも四三叔

父のような人間に近づきたいと思って筆を置

きます｡

１､ 規則正しき生活をなせ｡

２､ 全身の強健を計り､ 忍耐力を養え｡

３､ 速度は緩より急に､ 距離は短より長へ｡

４､ 感情の昂奮を抑え､ 精神の平静を保て｡

５､ 過労を避け早く寝て熟睡せよ｡ 勢力

(精力) を浪費するな｡

６､ 滋養物を摂取せよ｡ 暴飲暴食を慎め｡

７､ 酒､ 煙草類は厳禁せよ｡

８､ 練習は細心に､ 競争は大胆に｡

９､ 競争年齢は17､ 18歳より35､ 36歳まで

が最も適当｡

10､ 競争は最後まで堂々､ 力を出せ｡

54年ぶりのゴール
晩年の四三叔父さん

※文章中の叔父は実際は大叔父です｡
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10月８日(月)､ 山鹿市総合体育館に於いて､

｢健康づくりフォーラムinやまが｣ が開催された｡

フォーラムは二部構成で開催された｡ 第１

部は ｢結果にコミットする｣ というキャッチ

コピーで知られる ｢ライザップ｣ のトレーナー

による講演会が行われた｡ 肥満を解消したり､

動ける体を作ることが健康維持に大切である

という内容であった｡ 講演の合い間に､ 自宅

でもできる筋トレを参加者全員で行うなど観

客を飽きさせない構成となっており､ 予想以

上にためになり､ 楽しめる内容であった｡

第２部は ｢健康づくり・運動イベントブー

ス｣ 健康度測定､ 糖尿病予防､ 食育・栄養相

談､ ウォーキング等様々なブースに混じり､

本会は歯科衛生士会山鹿支部と合同で ｢歯の

相談ブース｣ を設置｡ 歯科相談､ 試験薬によ

る歯周病診断 (ぺリオスクリーン)､ ブラッ

シング指導等を行った｡ 歯科ブースへの来場

者数は23人｡ 相談内容は ｢口の中がネバネバ

する｣ ｢下の前歯が出てきた｣ ｢硬いものをか

むと痛い｣ 等､ 歯周病を疑わせる内容のもの

が多かった｡ ほぼ全員がぺリオスクリーンを

実施するなど､ 訪れた人達は自分の口腔内の

健康への関心が高いと思われた｡ ところで､

全ブース中最も盛況だったのは活力年齢 (体

脂肪､ 基礎代謝量､ 筋肉量) や血管年齢を測

定できるブースであった｡ 行列を眺めつつ､

歯科ブースにももう少し気軽に参加できる催

しが必要かもしれないと感じた｡

(赤星 一郎)

���������������山 鹿

歯周病に関する相談が多い

人吉市・球磨郡

� � � � � � � � � � � � � � �

来年も大いにアピールして､ イベントを通

じて人吉球磨圏域の歯の健康に貢献できれば

と思う｡

(田中 勝久)

10月14日(日) 午後12時30分から､ 人吉市

の堤病院九日町診療所駐車場において､ 人吉

保健所主催の糖尿病予防フォーラムの中で人

吉市と球磨郡の歯科医師会の共催で ｢笑顔ヘ

ルＣキャンペーン｣ を行った｡

糖尿病予防フォーラムは､ 人吉球磨圏域に

おいて糖尿病の発症､ 重症化､ 合併症を予防

するためのイベントで､ 健康の測定・相談

(お薬相談､ 体脂肪測定､ 自己血糖測定､ 血

圧測定､ 栄養相談､ 歯科相談等) を行った｡

会場では､ 中原会長と３人の会員で歯科健

診・相談､ 歯周病セルフチェック体験､ ペリ

オスクリーンによる口腔衛生指導を行った｡

２時間で36人の参加者｡

����������
糖尿病予防フォーラムの中で行われた｡
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���������� 郡市会報告

９月27日(木) 玉名市民会館において､ 有明

消防の救急隊員方を講師にお招きして救急救命

講習会が行われた｡ まず2015年度ガイドライン

に沿ったテキストをもとにして座学の講習が行

われ､ 次に実際の現場を想定した実技､ 実習が

行われた｡ 実習では各班に分かれて､ マネキン

人形を使った心肺蘇生法､ AEDの使い方など

を隊員の方から教えていただいた｡ また､ 蘇生

後の回復体位の取り方や､ 喉に異物が詰まった

時の背部殴打法なども学んだ｡

119番通報から救急隊が来るまでの全国の平

均時間はおよそ９分とのこと｡ 救急隊が到着後

の電気ショックによる蘇生後の社会復帰率が約

19％に対し､ 救急隊到着前に一般市民が蘇生を

行った場合の社会復帰率はなんと約43％と２倍

―救急救命講習会―

�������������玉名郡市歯科医師会

以上であるとのこと｡ AEDや救急キットを常

備している医院が増えてきているが､ 実際の現

場に出くわしていざ適切に行動できるのかどう

か｡ このような講習会で定期的に勉強し､ 常に

心構えをする必要があると思う｡

(月精 秀和)

心肺蘇生法AEDの使い方を学ぶ

か､ キリ番賞やブービー賞､ 敢闘賞など沢山の

景品が用意され､ 会長賞の豪華景品 (！) をめ

ぐっての恒例のじゃんけん大会もあり大いに盛

り上がった｡ 最後に犬束副会長からスタッフへ

の慰労の言葉で締めくくられ､ 懇親会は盛況の

うちに終了した｡

(月精 秀和)

―玉名郡市歯科医師会ボウリング大会―

������������玉名郡市歯科医師会

10月19日夜(金)､ 毎年恒例の玉名郡市歯科医

師会ボウリング大会が玉名市の司ボウルにて開

催された｡ 今年は新規入会のクリニックが２件

あり､ 総勢80人近い参加者があって大いに盛り

上がった｡ ��会長の始球式を合図に18時45分

ゲームスタート｡ 会員およびスタッフや子供た

ちの大きな歓声とため息､ ボールの快音が響き､

秋の夜の肌寒さを吹き飛ばすような熱いゲーム

が各レーンで繰り広げられた｡ 団体賞の順位は

１位：さくら歯科医院､ ２位：さかい歯科医院､

３位：ながひろ歯科クリニック (個人賞は割愛)｡

その後はお隣つかさの湯の２階宴会場に場所

を移し､ 永年勤続スタッフの表彰式およびボウ

リング大会表彰式､ 懇親会が行われた｡ 永年勤

続者は20年３人､ 15年３人､ 10年６人､ ５年５

人で､ それぞれ表彰状と記念品が授与された｡

ボウリングの成績発表では１､ ２､ ３位のほ

熱いゲームが繰り広げられた
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����� �����―山鹿市歯科医師会例会報告―

��������������山鹿市歯科医師会

10月30日(火) に山鹿市歯会館にて例会が行

われた｡

冒頭に､ 牛島専務より､ 終身会員の条件変更

について県歯の状況の解説をして頂いた｡ 将来､

県歯の会費収入が減少する事が予想され､ 高齢

歯科医師の割合が増加する為､ 終身会員の適用

年齢を段階的に引き上げる案と一斉に引き上げ

る案の解説がなされた｡

会員から様々な意見や質問があった｡ 本会は

県歯以上に将来､ 高齢の会員の占める割合が増

加する見込みである｡ 本会でも､ 将来の会費収

入見込みの試算や終身会員の条件変更について､

議論が行われている最中である｡

例会では､ 他に新年会､ 山鹿市で行われる予

定のアジアハンドボール大会への歯科医師の協

力､ 山鹿市健康づくりフォーラム､ 学術会､ 移

動例会等､ 報告や意見交換がなされた｡

日本全体で人口減少､ 少子高齢化が進む中､

会員の高齢化は非常に頭を悩ませる問題である｡

すべての全員が納得する終身会員の条件変更は

難しいかもしれないが､ 将来の会員の為にも､

他団体の例を参考にしたり､ 時間をかけて議論

を行い､ 知恵をしぼらないといけない問題であ

ると思う｡

(小林 聡)

説明をする中島専務

―歯恩の碑清掃―

���������天草郡市歯科医師会

10月13日(土) 午後３時より本渡南公園にて､

歯恩の碑周辺の清掃作業が行われました｡ 当日

は日差しが強い中12人の会員が､ 清掃に参加し

た｡ 例年同様､ 石碑の周りの木の葉を均等に切

り揃え､ 枝も何本か間引きし､ 石碑の周りの木

の葉を剪定鋏みにて丁度いい長さに揃えた｡ 約

１時間30分の作業､ 無事１週間後の歯牙供養祭

に備えることが出来た｡

(山本 康弘) 皆で清掃してスッキリ
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ング会場があり港から10分ほど行ったところで

５～６隻でイルカさがし｡ イルカの群れを見つ

けてはちょっとでも近くで見られるように場所

の争奪戦であった｡ そのあと場所を天草海鮮蔵

に移して海鮮バーベキュー｡ サザエ､ 車海老､

やりイカ､ タコ､ アジ､ 緋扇貝を炭火焼で頂く｡

あとはお土産を買って帰路についた｡ 年に一回

の親睦旅行､ かけがいのないひと時｡ ではまた

来年！

(乕谷 真)

―親睦旅行―

�����阿蘇郡市歯科医師会

10月13日(土)～14日(日) 親睦旅行で天草に

行った｡

13日午後１時小国町を出発！武藤歯科､ 道の

駅阿蘇､ 熊本空港で会員をピックアップしてバ

スでの旅行が始まった｡ かる～く一杯やりなが

ら､ はしゃいだ気分で目指すはアレグリアガー

デンズ天草｡ 当日は天気も良く､ 着いたのは夕

日がとても綺麗な午後６時ごろだった｡ 夕食ま

でちょうど１時間ゆっくりと温泉につかってさ

あ宴の始まり｡ 安光専務の司会で武藤会長挨拶､

片山会員の乾杯の御発声で宴は始まった｡ 天草

と言えば海の幸､ お造りに活鮑の磯焼き…うー

んたまりません｡ 美味しいお酒をたしなみなが

ら日頃の診療のことも忘れて大いに盛り上がっ

た｡ 終盤には味彩牛のポワレも出て大いに満足

して宇治会員の一本締めでお開きとなり､ その

後部屋に帰って遅くまで語り合った｡ さて２日

目､ 日の出は６時20分とちょっと遅めです｡ 散

歩をしたり朝風呂に行ったりして８時に朝食を

いただきアレグリア天草を後にした｡ 20分ほど

通詞島のほうへ走ったところにイルカウオッチ

大満足の２日間

天草郡市歯科医師会

―歯牙供養祭―

��������������
10月20日(土) 午後２時より天草市南公園内

｢歯恩の碑｣ 前にて第60回歯牙供養祭を開催し､

会員23人が出席した｡ ｢歯恩の碑｣ 前で行われ

るのは３年ぶりである｡

開会の辞の後､ 本妙寺住職読経が始まり､ し

ばらくして森口会長の祭文奏上が行われ､ その

中で歯牙に対する感謝の念と､ 地域医療への想

いを述べられた｡ その後､ 会員一人ひとりが焼

香をし､ 自分なりの思いを込めて合掌した｡

最後に ｢歯恩の碑｣ 前にて記念撮影を行った｡

(山本 康弘)

23人の会員の参加
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����� �����―天草歯科医学大会―

�����������������天草郡市歯科医師会

10月20日(土) 午後３時30分よりプラザホテ
ル天草２階研修室にて第55回天草歯科医学大会
を開催した｡ 今回は福岡県筑紫野市で開業され
ている森章氏に ｢審美修復を成功させるための
戦略｣ という演題でご講演頂いた｡

まず審美修復を成功させるためには歯科医師
が患者の訴えを正しく問診し､ どの様に解決す
るかを術前にしっかり資料をとって診査・診断
し､ どの様なゴールを設定するかを患者に提示
することが大切である｡ そしてそのゴールは①
機能を満たしていること②構造的に問題ないこ
と③生体親和性があること④審美的であること
を目標にしていけば患者の満足度は上がるとの
ことであった｡ 審美治療はどうしても審美的で
あるかという点に目が行きがちだが､ 森先生は
審美面もそうだが機能的に大丈夫かということ
も非常に重視され､ そのための診査・診断が極
めて重要だということであった｡

後半は実際の症例を提示され､ 数歯単位から
全顎に及ぶものまで様々な症例を提示していた
だき､ どれも審美的かつ機能的に優れた症例ば
かりで､ 大変勉強になった｡

その後懇親会に会場を移し､ 美味しいお酒と
新鮮な海鮮料理に舌鼓を打ちながら､ 遅くまで
楽しい時間を過ごした｡

(山本 康弘)

多くの症例を呈示しながら説明された｡

会の思い出話やお互いの近況などを楽しく語り
合った｡ 最後に増田会員の１本締めでお開きと
なった｡

来年も皆さんが健康で元気に参加されること
を願う｡

(永廣 有伸)

―福寿会―

�����������������玉名郡市歯科医師会

10月26日(金) 午後７時より ｢尚玄山荘｣ に
て福寿会が開催された｡

昨年までは60歳以上の会員を福寿会会員とし
ていたが､ 会の財政を考慮又60歳は現代社会で
は福寿にふさわしくないとの理由で､ 今年度よ
り変更となった｡ 数え70歳 (古希) 以上の会員
をお祝いする会となり､ 福寿会会員５人､ 執行
部９人､ 総勢14人の参加であった｡

会が始まる前に参加者全員で記念写真を撮影
した｡ まず��会長が挨拶され､ その中で国の
施策で70歳まで働ける環境づくりが始まってい
る事にふれられた｡ 今後も健康に気を付けて70
歳と言わず､ 80､ 90歳以上まで元気にご活躍く
ださいとお祝いを述べられた｡ 次に福寿会会員
の５人からそれぞれお言葉をいただいた後､ 乾
杯の発声を犬束副会長が行い宴会にうつった｡

おいしい料理とお酒を十分に堪能して､ 昔の

参加者全員で記念撮影
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準決勝
公式戦初登板�口踏ん張るが､ １安打完封

負け
熊本 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
長崎 １ ０ １ ２ ２ 0Ｘ ６

６回途中時間切れコールド
(熊) �口､ 西―渡辺洋､ 福井
(長) 井上康､ 三浦―�口

▽三塁打 畑田 (長) ▽二塁打 原 (長)�口は初回に先頭打者の遊撃内野安打を足
掛かり一死二塁三塁とされると､ 相手４番打
者の右犠飛で１点を先制された｡ ３回には一
死から四球で許した走者を二盗三盗で一死三
塁とされた｡ 続く打者は遊撃ゴロに打ち取った
が､ 走者のスタートが良くて１点を失った｡ 打
線は相手エースに封じられて３回まで�口の遊
撃内野安打のみであった｡ その後４回に暴投な
どで２点を追加されると､ ２番手西も一死から
１番打者の三塁打と暴投､ さらに死球で許し
た２番打者を盗塁で二塁に置いて､ ４番打者
の適時打で１点を追加されて６点差とされた｡
何とか反撃したいところであったが､ 相手の６
回攻撃中に時間切れコールドとなった｡
(謝辞) 球場まで応援に来て頂きました浦田

会長以下執行部ならび事務局の方々にこの場
をお借りして厚くお礼を申し上げます｡
参加者：菅原､ 上田､ 有田､ 中山､ 河合､ 渡

辺洋､ 右山､ 吉崎､ 井口､ 田中弥､
井上､ 井野､ 西､ 田中勝､ 福井､ 西
山､ 椿､ 岡村､ 宇治､ 渡辺裕､ �口､
江頭､ 大鹿､ 久保

※詳細なスコアは熊歯野球部ホームページを
参照して下さい｡
http://www012.upp.so-net.ne.jp/renkyu/

(井上 真樹)

熊歯野球部無念の準決勝敗退

野球部��������������
１回戦の先発オーダー｡ 久しぶりの電光スコアボートがある球場での試合だった｡

10月28日(日)､ 佐賀市のみどりの森県営球
場ならび佐賀市立野球場 (ブルースタジアム)
に於いて､ 第71回九州歯科医学大会野球大会
が開催された｡ 我々は､ みどりの森県営球場
で試合を行った｡ １回戦は宮崎県に勝利して
２大会連続の初戦突破であったが､ 続く準決
勝で長崎県に敗れて10年ぶりの決勝進出はな
らなかった｡ 尚､ 今回使用したみどりの森県
営球場は数年に一度はプロ野球公式戦に使用
され､ 今春のオープン戦でカープＶＳライオ
ンズが開催された｡ 我々としては久しぶりの
プロ仕様球場での試合だった｡

みどりの森県営球場
１回戦

田中弥３打点､ 河合完投勝利
宮崎 ０ ０ ０ １ １ ０ ２
熊本 ０ ０ ２ ０ ５ Ｘ ７

６回時間切れコールド
(宮) 前田―弓場 (熊) 河合―福井

▽二塁打 山崎 (宮)､ 前田 (宮)､
田中弥 (熊) 大鹿 (熊)

０－０で迎えた３回の攻撃で一死から１番
大鹿が死球で出塁すると､ 続く２番福井の安
打や盗塁などで二塁三塁とした所で､ ３番田
中弥の中越え適時二塁打で２点を先制した｡
その後､ 同点に追いつかれるが､ ５回の攻撃
で一死から10番 (本大会は10人攻撃可) 西が
中前安打で出塁すると続く１番大鹿の左中間
適時二塁打で勝ち越すと､ さらに田中弥の２
打席連続適時打や田中勝の２点適時打などで
５点を奪って試合を決定づけた｡ 河合は６回
に先頭打者を四球で出塁させるが遊撃併殺打
に打ち取って､ ２失点完投勝利であった｡

来季の雪辱を誓って球場前で集合写真｡
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県勢の主な成績は次のとおり
・個人総合９ゲームトータルスコア

準優勝 井尾会員 1798 (HD.72)

・個人戦 ３ゲームスコア

４位 井尾会員 629 (HD.24)

今年も､ 途中上位に付けるチャンスはあり

ながら他県に及ばなかった４人チーム戦が悔

やまれるが､ 来年の長崎大会そして再来年､

地元熊本大会では優勝旗を得られるよう心技

体に磨きをかけてゆきたい｡ 会場まで応援に

来ていただいた執行部役員の先生方そして事

務局の方々､ 温かいご声援有難うございまし

た｡

(秋山 清)

10月28日(日) 午前８時より､ 第71回九州

歯科医学大会厚生行事のボウリング大会が､

佐賀市のボウルアーガスにて開催された｡

九州一円より84人の参加があり､ 熊本県チー

ムは奥田､ 井尾､ 東､ 宮井､ 伊藤､ 秋山の６

人で参加した｡ 大会直前､ 部長の菊竹会員が

アクシデントのため参加が叶わず残念であっ

たが､ これに奮起して６人で例年以上に事前

練習を重ね当日を迎えた｡

大会は個人戦､ ２人チーム戦､ ４人チーム

戦の各３ゲーム､ 計９ゲームで争われた｡

主幹の佐賀県が例年より難しいレーンコンディ

ションを設定したため､ 選手たちはストライ

クを連続させること､ スペアを取ることさえ

も苦労していた｡ 上位選手たちの１ゲームス

コアも200UPになかなか届かず､ ボウリング

の難しさを実感する展開となった｡

熊本県チームは
奥田会員…高齢表彰を授与され､ フックボー

ルも板につき堅実なプレーでスコア

メイクした｡

井尾会員…左股関節負傷で万全ではない中､

経験を活かし少ないミスでスコアを

重ねた｡

東 会 員…入部後初めての大会出場となった

が､ 良い経験となり今後の活躍が期

待される｡

宮井会員…終始オイルパターンにもがき苦し

み､ 日頃の投球を出せぬまま終了し

悔いが残った｡

伊藤会員…ストライク率は高いもののイージー

ミスも多く出てしまい､ スコアが伸

びなかった｡

秋 山…痛みに耐える井尾会員の分も頑張

るつもりであったが､ 意気込みすぎ

て自ら腰を痛め自滅してしまった｡

｢井尾会員､ 個人総合で準優勝｣

ボウリング部��������������
開会式を終え､ やる気満々の６人衆
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剣道団体戦Ａチーム２連覇､ Ｂチーム３位

剣道部��������������
員が武運つたなく２本負けしリードを許す｡
次の中堅・田ノ上会員は燻し銀の試合運びで
引き分けを堅守し流れを五分に！勝負は後半
戦に委ねられた｡ 後半戦では副将の太田が運
よく２本勝ちを収め､ 勝ち星の上で再びリー
ド､ 勢いそのままに大将戦では中嶋会員が圧
巻の２本勝ち！トータル３勝１敗１分けで決
勝戦を制し団体優勝､ ２連覇を果たした｡

剣道は年を取ってもできるスポーツの１つで
あるが､ 九地連の剣道大会も若手会員が毎年
少しづつ増加しているものの平均年齢は約57歳
と､ 厚生行事の中でも群を抜いている｡ アラフィ
フの私は最近若手との試合がしんどい時もあり､
悔しいかな体力の衰えを感じ始めた(特に足！)｡
そういった中､ 70歳より剣道を再開し試合に
出場された伊東会員や､ いつも男子選手と戦っ
ている澤木直子会員の勇姿を目の当たりにす
ると頭が下がる思いだ｡ 現在､ 剣道部は老若
男女また上級～初心者までが一堂に会する非
常に良い部活動となっている｡ 今後も部員一
同､ 怪我だけはしないことを第一に各々の目
標に向かって頑張っていく所存です！

また､ 日頃より応援して頂いている先生方
に感謝いたします｡

団体戦の出場選手は以下の通り｡
(Ａチーム) 先鋒：上村､ 次鋒：三森､

中堅：田ノ上､ 副将：太田､
大将：中嶋

(Ｂチーム) 先鋒：溝口､ 次鋒：長田､
中堅：近藤､ 副将：中井､
大将：徳永

(太田 文隆)

10月28日(日) 今年も恒例の九州歯科医学
大会剣道大会が佐賀市 ｢佐賀県総合体育館｣
において開催された｡

試合は団体戦と個人戦とに分けて行われ､
団体戦においては各県合わせて全11チーム
(１チーム５人制) が出場した｡ 試合形式は
例年通り､ まず全11チームが２パートに分か
れ予選リンク戦を行い､ 各パート上位２チー
ムが決勝トーナメントへ進出し優勝を争う｡

今年は昨年の団体優勝に続き連覇すべくＡ
Ｂ２チームの布陣で試合に臨んだ｡

今年の試合の目玉は何と言っても何十年ぶ
り？に剣道を再開された伊東隆三会員の試合
出場 (個人戦シニアの部) と女子部員の長田､
溝口会員の団体戦出場 (今年の団体戦への女
子出場は全県でこの２人だけ) である｡

まず個人戦シニアの部では伊東会員の出場！
初戦から鹿児島県の強豪と対戦し､ 惜しくも
敗れるも､ 往年の試合運びを思い出させる持
ち前の身体能力の高さで得意技の小手で１本
をもぎ取り､ 会場を沸かせた｡ 個人戦一般の
部では今年こそは誰か優勝をと出場者全員が
頑張ったが､ 今年も１歩及ばず､ 準優勝に太
田､ ３位に中嶋会員が入賞するに留まった｡

さて注目の団体戦では､ Ａチームは予選で
２戦全勝するもリンク戦独特のルールにより
２位で､ もう一方のパートでＢチームは他県
の男子選手をなぎ倒す女子部員 (つっ強い！)
の活躍と男子部員の堅守 (近藤､ 中井会員も
頑張ったが､ 特に徳永会員大活躍！) により
２位で見事予選を通過した｡ 決勝トーナメン
トに入り準決勝では､ Ａチームは早くも優勝
候補の一角の福岡県Ａと対戦｡ ４人目の副将
戦終了時点で１勝２敗１分けと負け越してい
たが､ 大将・中嶋会員の会心の２本勝ちにて
逆転し決勝へと駒を進めた｡ 一方､ Ｂチーム
は宮崎県と対戦｡ こちらも勝負の行方は大将
戦までもつれたが惜敗し決勝進出を逃した｡
決勝はAチームと準決勝でＢチームを破った
宮崎県との対決となった｡ まず先鋒の切り込
み隊長上村会員が開始早々に１本を先取し見
事に１本勝ちを収めた｡ しかし次鋒の三森会

団体戦Ａチーム２連覇達成､ Ｂチーム３位の勇姿
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走ったところ､ けっこう坂だったんだなーな

んてことが後で振り返れて面白いです｡ また

日頃車で通りすぎる風景がより身近に感じる

ことができ､ 普段は見つけることのできない

発見などが多々あります｡ 本来飽きっぽく､

面倒くさがりなので､ 三日坊主に終わるかと

思われましたが､ 今現在は乗っているときの

爽快感がたまらないので､ 長く付き合える趣

味にしていきたいです｡ 今後は ｢輪行袋｣ と

いう自転車を自家用車や電車に持ち込めるケー

スを購入して､ 九州の様々なサイクリングス

ポットに出向いていき､ 温泉と美味しいもの

を堪能して帰るなんてことを考えています｡

フィジカルとメンタルをいい状態に保って､

良質な仕事を提供していきたいと常日頃考え

ていたので､ こういった趣味と出会えて､ 自

分の身体への投資も必要だなーとしみじみ感

じた｡

次回は長崎大学歯学部時代の先輩であり､

公私ともにお世話になっている熊本市佐藤歯

科クリニックの佐藤邦彦会員にバトンを渡し

たいと思います｡

熊本県歯科医師の若手会である新樹会の西

山洋三会員よりご紹介いただきました､ 港町

ひさがい歯科の久貝喜太郎と申します｡ 県歯

会員の先生方には平素よりお世話になってお

ります｡

私は昨年７月に八代市にて開業させていた

だき､ 現在少しずつ ｢院長｣ に慣れてきたと

ころです｡ 開業当初は勢いと情熱みたいなも

のがみなぎっており､ 何とか日々をこなして

おりましたが､ 昨今は疲労の蓄積が抜けぬこ

とに憂慮している状態でした｡ また､ 大学卒

業後から体重も30㎏以上増加してしまい､ 健

康診断の際には決まって､ ｢少し運動をして､

お痩せになられた方がいい｣ とのコメントを

いただいておりましたので､ このままではい

けないと思い､ 肉体改造を開始することにい

たしました｡

腹筋をせずともお腹が引っ込むとの情報か

ら､ ｢自転車｣ を始めてみることに｡ 自転車

はクロスバイクとロードバイクがあるのです

が､ 初心者なのでクロスバイクで｡ (安い､

街乗りできる､ 50㎞くらいの距離なら走れる

などの理由です) 自転車に乗るのは小学生以

来でしたが､ 現在はスマートフォンのアプリ

で音楽を無線で聞きながら快適に楽しめます｡

スピードセンサーやケイデンスセンサー (ケ

イデンス＝ペダルが回る回数／分)､ アップ

ルウオッチなどをリンクさせるとGPS位置情

報を元に､ 距離､ タイム､ 速度､ 高度､ ペー

ス､ 消費カロリー等をリアルタイムで把握で

きます｡ またアップヒル､ フラット､ ダウン

ヒル､ それぞれに要した時間をわかりやすく

グラフ化するのでこれだけ走って､ 牛丼の並

のカロリー相殺されてないんだとか､ さっき

初号機 (今は色々計器が付きました)

八代市 久貝 喜太郎



熊歯会報Ｈ.30.12

23

第第１１種種会会員員
秋吉 愛花
(アキヨシ アイカ)

熊本市東区月出2-1-39
オークヒル本田

なないろデンタルクリニック
①矯正｡
②患者さんに対し思いやりを持って､ 高い技
術力を提供する｡
③歯科医師２人で勉強しながら､ 診療を行い
ます｡
④技術と決まりを勉強し続けます｡

北須賀 通子
(キタスカ ミチコ)

菊池郡菊陽町津久礼
字下沖野2950-14

ふわり子供歯科・矯正歯科
①口育に関心があります｡

小さなお子さんの発育過程で保護者の方
に啓発し､ 口育することで子供の成長を出
来る限り正常な成長発育に乗せ､ お口や全
身の健康づくりに貢献したいと思います｡

①今もっとも関心のあることを教えてください｡

②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

���������������真由美会員の祖父､ 敬正会員がこの度
百寿 (満100歳) を迎えられました｡
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第第３３種種会会員員

溝口 千乃
(ミゾグチ チノ)

熊本市中央区子飼本町4-14

伊東歯科口腔病院

山田 崇弘
(ヤマダ タカヒロ)

熊本市東区東町2-1-2

東町グラン歯科

長田 明子
(オサダ アキコ)

熊本市中央区子飼本町4-14

伊東歯科口腔病院

吉田 遼司
(ヨシダ リョウジ)

熊本市中央区本荘1-1-1

熊本大学医学部付属病院

山口 健太郎
(ヤマグチ ケンタロウ)

熊本市東区東町2-1-2

東町グラン歯科

第第２２種種会会員員
友枝 圭
(トモエダ ケイ)

熊本市北区武蔵ヶ丘5-1-16

友枝歯科医院

①熊本城の復旧｡
②正しい医療情報を啓蒙､ 教育していく診療｡
③特にありません｡
④地域に貢献できるよう､ 頑張ります｡

原田 華
(ハラダ ハナ)

熊本市南区白藤2-2-38

瀬口医院はな小児歯科

①新規開院に向けて準備中です｡ 子ども達が
安心して通院できる歯科医院づくりにつと
めています｡
非協力児､ 発達障害児の治療について｡
②小児歯科専門のクリニックに勤務し､ 小児
の治療に従事して参りました｡ 自身でも､
小児に特化した治療､ 予防処置､ 成長発達
の経過を診ていきたいと思っています｡
③父である先代小児科院長から継承し新たに､
瀬口医院ささ小児科はな小児歯科として開
院します｡ 小児科と併設しており､ 自身は
小児歯科に特化した診療を行います｡
④自身の生まれ育った地で､ 地域の子ども達
やその家族とのコミュニケーションを大切
にし､ ｢かかりつけ医｣ として歯の治療や
予防､ お口のこと､ 育児のこと､ 栄養のこ
と､ 何でも気軽に相談できる医院を目指し
ていきたいと思います｡

②患者さんに説明や指導をすることで予防を
中心に考える歯科医療をしていきたいと思
います｡
また､ 患者さん一人一人の事情や気持ち
を推し量りながら診療していけるようにな
りたいです｡
③ふわりのスタッフは全員女性です｡ 子供の
より良い成長のため保護者と共に考えサポー
トし､ 子供の患者さんだけでなく保護者に
も寄り添える医院を目指します｡
④予防について啓発し一人でも多くの患者さ
んが行動変容を起こせるよう､ 知識や技術､
また人間力を高めていきたいです｡
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会 務 報 告 自 平成30年９月20日
至 平成30年10月21日

所管 日付 摘要 出務者

総 務

９月23日 故北田賢次郎会員 (玉名郡市) 告別式弔辞奉呈 (天水町) 浦田会長

25日

第17回理事会
【承認事項】
(１) 新入会員の承認 (２) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
(３) 名義後援使用依頼 ほか

【議 題】
(１) 平成30年度第30回中規模県歯科医師会の提出協議題
(２) 平成30年度 ｢九州｣ ｢中国・四国｣ 地区歯科医師会役員連絡協議会の提出協議題
(３) ｢熊本県のよかボス企業｣ 登録申請に関する ｢よかボス宣言｣ ほか

【協議事項】
(１) 各郡市の歯科医師会会長・専務理事連絡会議の事前質問

浦田会長他全役員

26日
都道府県災害・警察歯科担当理事連絡協議会 (日歯会館) 牛島専務理事

九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (九州厚生局) 椿常務理事

27日 天草郡市歯会会員研修会 (天草プラザホテル) 渡辺・伊藤副会長､ 牛島専務理事

28日
平成31年祖地域医療介護総合確保基金 (医療分) ヒアリング
(１) 災害歯科医療研修強化事業

伊藤・渡辺副会長､ 宮井理事

29日 第１回各郡市会長・専務理事連絡会議
浦田会長他常務理事以上全役員､ 宇
治理事

10月２日
裁定審議委員会
(１) 委員長欠員による後任の互選 (２) 代議員会への委員長などの交代報告

委員６名､ 浦田会長､ 牛島専務理事

３日
第30回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) ３月開催の臨時代議員会までのスケジュール
(３) 平成32年度 (2020年) 九地連公募研究事業のテーマ ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

４日
第17回警察歯科医会全国大会第５回実行委員会
(１) 全国大会事業報告 (２) 収支決算見込み (案)

浦田会長､ 小島委員長他全委員

５日

労務管理打合せ 牛島専務理事

県教育庁との懇談会 (ホテル日航熊本)
(１) 県教育庁７名との懇談会

浦田会長､ 小島・渡辺・伊藤副会長､
牛島専務理事､ 田上・八木常務理事､
大林理事､ 澤田事務局長

９日 第10回県地域医療等情報ネットワーク連絡協議会 (県医師会館) 浦田会長

10日 第804回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

13日 社会歯科学会秋期研修会 (１日目) (石川県歯会館) 浦田会長､ 牛島専務理事

14日 社会歯科学会秋期研修会 (２日目) (石川県歯会館) 浦田会長､ 牛島専務理事

16日 ユース社労士法人との定期相談会 牛島専務理事､ 八木常務理事

17日

第31回常務理事会
(１) 新入会員の承認
(２) 一般社団法人熊本県歯科医師会定期便に係る同封物取り扱い基準内規並びに講演会

及び研修会案内の掲載､ 郵便物同封等の基準の一部改正 (案)
(３) 平成30年度第27回中規模県歯科医師会連合会各県提出協議題に対する回答 ほか

浦田会長他６役員

県医療政策課との打合せ
(１) 平成31年度地域医療総合確保基金 (修学金､ センター運営)

伊藤副会長､ 牛島専務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他１委員

19日 熊本市議会議員三島良之氏 ｢厚生労働大臣表彰｣ 受賞祝賀会 (熊本ホテルキャッスル) 浦田会長､伊藤副会長､ 牛島専務理事

20日 第71回九州歯科医学大会第63回剣道大会壮行会 (熊本市) 渡辺副会長

21日 杉原瑛治先生瑞寶雙光章受章祈念祝賀会 (ホテル日航福岡) 大林理事

学 術
９月21日

学術委員会
(１) 科研製薬㈱共催学術講演会 (２) 12／１懇親会・役割 (３) 浦田執行部10年間の歩み

井上理事､ 馬場委員長他全委員

10月19日
学術委員会
(１) 12／１スケジュール (２) 歯科医学大会 (３) 次年度事業計画

井上理事､ 馬場委員長他全委員

社会保険

９月20日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 橋本副委員長､ 渡辺・清藤委員

22日

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応 (３) 近県社保担当者会議 ほか

椿常務理事､ 田中理事､ 桐野委員長
他全委員

近県歯会社会保険担当者会議
浦田会長､ 牛島専務理事､ 椿常務理
事､ 田中理事､ 桐野委員長他全委員

27日 保険集団個別指導 (ユースピア熊本) 椿常務理事

29日
社会保険個別相談会

相談者：３名
桐野委員長､ 野田副委員長

10月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)

相談者：０名
田中理事

11日 保険個別指導 (九州厚生局熊本事務所) 田中理事

12日
社会保険個別相談会 (宇土市)

相談者：１名
桐野委員長､ 舩津委員

13日 九州各県社会保険担当者会 (宮崎県)
椿常務理事､ 田中理事､ 桐野委員長､
井口副委員長

15日
社会保険個別相談会 (山都町)

相談者：１名
野田副委員長

16日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 第５回介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ

田中理事､ 桐野委員長､ 井口副委員
長､ 舩津委員

18日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 野田副委員長､ 園田・福田委員

20日

社会保険個別相談会
相談者：１名

桐野委員長他３委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応 (３) 個別指導チェック表 ほか

田中理事､ 桐野委員長他全委員
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所管 日付 摘要 出務者

地域保健

９月22日
後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (山都町社会福祉協議会 矢部支部)

受講者：376名
岩本上益城郡専務理事

26日
後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (三加和町公民館)

受講者：175名
福田委員

28日

協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱プランニング)
受診者：５名

歯科衛生士１名

後期高齢者歯科口腔健診事業打合せ (県市町村自治会館)
(１) 後期高齢者広域連合との打合せ

牛島専務理事

10月１日 第２回県後期高齢者医療運営協議会 (県市町村自治会館) 田上常務理事

９日

地域保健委員会
(１) 笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント役割分担
(２) 生活歯援プログラム歯科衛生士向け研修会
(３) 後期高齢者歯科口腔健康診査事業の今後の対応 ほか

田上常務理事､ 赤尾理事､ 郷原委員
長他全委員

10日

後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (清和体育館)
受講者：140名

石井上益城郡常務理事

協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱ゆーぜん)
受診者：14名

歯科衛生士２名

13日 九州各県地域保健担当者会 (福岡県歯会館) 赤尾理事､ 郷原委員長

18日

協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱南海生コンクリート)
受診者：４名

歯科衛生士１名

第２回笑顔ヘルＣキャンペーン打合会
(１) 熊日・歯科衛生士会・広域連合・熊本市8020健康づくりの会との打合せ

田上常務理事､ 竹下・赤尾理事

広 報

９月26日
九州各県広報担当者会打合せ
(１) 九州各県担当者会における熊本県歯のプレゼンの事前打合せ
(２) パワーポイントを使って資料確認

竹下理事､ 永廣委員長他１委員

10月11日
広報小委員会
(１) 会報11月号第１校校正 (２) 11／４ (日) 笑顔ヘルＣ出務

竹下理事他３委員

18日
笑顔ヘルＣ写真コンクール審査会

応募総数：84点
竹下理事

学校歯科

９月20日 県ＰＴＡ共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

28日
第57回全日本学校歯科保健優良校表彰優秀賞候補校実地診査 (鹿児島県阿久根市・三笠中) 大林理事

児童生徒の心と体の健康づくり推進事業第２回報告書作成委員会 (水前寺共済会館) 大林理事

10月17日 第６回日学歯理事会 (日歯会館) 大林理事

医療対策

９月21日 医療相談 永松理事､ 岡田委員長他１委員

10月２日 医療相談 永松理事､ 添田委員

５日 医療相談 永松理事､ 岡田委員長他１委員

12日 医療相談 永松理事､ 岡田委員長他１委員

13日 九州各県歯科医療安全対策担当者会 (大分県) 永松理事､ 五島委員

18日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 委員提出協議題 (３) 理事報告

永松理事､ 岡田委員長他全委員

センター・
介護

９月22日
第２回多職種で取り組む食支援アドバンスコース
福岡クリニック在宅部 栄養課 中村育子栄養士 受講者：47名

小島副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他４委員

10月９日
菊池郡市歯会会員研修会 (菊池郡市歯会館) 長野委員

口腔保健センター打合せ 小島副会長､ 伊藤学院長､ 松本理事

10日
障がい児 (者) 口腔ケア地域リーダー育成事業打合せ
(１) 県障がい者支援課との打合せ

松本理事

13日 九州各県地域保健担当者会 (福岡県歯会館) 松本理事､ 平井委員長

16日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 第５回介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ

松本理事､ 平井委員長他２委員

20日
第３回多職種で取り組む食支援アドバンスコース
聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部 言語聴覚科 教授 柴本勇先生 (言語聴覚
士) 受講者：42名

田上常務理事､ 松本理事､ 平井委員
長他５委員

厚生･医療
管理

９月20日 玉名郡市健康診断 (玉名市民会館)

26日 健康診断打合せ 宮井理事

28日
厚生・医療管理委員会
(１) 九州各県厚生担当者会議 (２) 九州各県医療管理担当者会議
(３) 合同就職説明会 ほか

八木常務理事､ 宮井理事､ 池嶋委員
長他全委員

10月４日 菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)

５日 菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)

６日 八代健康診断 (八代市医師会健診検査センター)

13日 八代健康診断 (八代市医師会健診検査センター)

19日

菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)

厚生・医療管理小委員会
(１) 九州各県担当者会 (２) 熊本国税局管内税務指導者協議会
(３) 医療管理講演会 ほか

宮井理事､ 池嶋委員長､ 工藤副委員
長

20日
九州各県医療管理担当者会事前打合せ (長崎県歯会館) 宮井理事､ 池嶋委員長

九州各県医療管理担当者会 (長崎県歯会館) 宮井理事､ 池嶋委員長
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所管 日付 摘要 出務者

総務･医療
連携

９月28日

医科歯科病診連携事業 (回復期) 個別相談会
参加者：４名

宇治理事

総務・医療連携委員会
(１) 第２回歯科医科連携シンポジウム (２) 第１回各郡市会長・専務理事連絡協議会
(３) 浦田執行部10年の歩み ほか

宇治理事､ 三森委員長他全委員

10月５日 県医療・保健・福祉連携学会第１回企画委員会 (県医師会館) 井上理事

11日 迷想会研修会 宇治理事

16日
総務・医療連携委員会
(１) スカイプ会議 (２) 歯科医科連携シンポジウム (３) 浦田執行部10年の歩み ほか

宇治理事､ 三森委員長他全委員

20日

第２回歯科医科連携シンポジウム
出席者：125名
講 師：熊本託麻台リハビリテーション病院 平田好文 理事長

熊本県歯科医師会 宇治信博 理事
江南病院 中村加代子 歯科衛生士

伊藤副会長､ 牛島専務理事､ 宇治理
事､ 神�副委員長他２委員

学 院

９月28日
臨床実習指導担当歯科衛生士研修会
歯科衛生士過程に関する研修会

出席者：歯科衛生士出席者：実習施設指導担当者33名､ 口腔センター歯科衛生士７名他

伊藤学院長､ 牧・林副学院長､ 弘中
教務部長､ 正清委員

10月１日
第４回学院校舎増築臨時検討委員会
(１) 増築構想

伊藤委員長､ 小島副委員長､ 八木・
松本・牛島・弘中・林委員､ 菅顧問

９日
第１回学院入学試験委員会
(１) 平成31年度入学試験実施要項案 (２) 合格・不合格通知

浦田会長､ 伊藤学院長､ 小島・渡辺
副会長､ 牛島専務理事､ 牧・林副学
院長､ 弘中教務部長

20日
学院高校推薦・指定校推薦入学試験

受講者：42名

伊藤学院長､ 渡辺副会長､ 牛島専務
理事､ 牧・林副学院長､ 弘中教務部
長

国保組合

９月20日 全協理事長・役員研修会 (アルカディア市ヶ谷) 浦田理事長､ 桑田常務理事

26日 健康診断打合せ
上野副理事長､ 桑田常務理事､ 守永・
瀬井理事

10月１日 第３回国保理事会 浦田理事長他全役員

事 業 課
10月６日

第１回陽子線治療説明会
受講者：10名

渡辺副会長

18日
第２回陽子線治療説明会

受講者：16名
渡辺副会長

※ ｢歯の学校｣ 待合室等に置いて下さい！

日歯から年２回 (５月・11月)､ 国民への歯科医療啓発を目的に対外ＰＲ用

の小冊子 ｢歯の学校｣ が発行されています｡ 是非待合室等に置いて患者さん

に見て読んでもらって下さい｡ バックナンバーは日歯ＨＰにも掲載されてお

りますのでご活用下さい｡
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熊本県歯科医師会会長のよかボス宣言

１. 私は全力で仕事に取り組むとともに､ 休暇もしっかりと楽しみ､ おいしいものを食べ

る幸せをいつまでも追及します｡

２. 私は職員が健康で､ 充実した人生を楽しめるように､ 職場環境を整え仕事と家庭の両

立を応援します｡

３. 私は女性歯科医師がさまざまなライフステージに合わせて歯科医療に取組み､ さらに

歯科医師会活動ができるよう応援します｡

４. 私は ｢よかボス｣ を増やすために､ 歯科医療機関への働きかけをおこないます｡����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　今年度の笑顔ヘルC写真コンクール会長賞
の写真です。撮影者のコメントでは「猛暑で
外遊びができなかったが、台風後、やっと外
遊び、水たまりに大はしゃぎ」屈託の無い可
愛い笑顔ですね。その他優秀賞１点、奨励賞
１点、佳作５点、の計８点を本会ホームページ
に掲載していま す。一度ご覧ください。

（T. K）

「待ちに待ったお散歩」

事業課からのご案内

今年度から
保険料が

さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
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1
4日（金）

9日（水）

12日（土）

13日（日）

16日（水）

19日（土）

23日（水）

26日（土）

事務局仕事始め

第36回常務理事会

医療管理講演会

糖尿病・歯周病医療連携研修会（九州看護福祉大学）

第37回常務理事会

第２回認知症対応力向上研修会（菊池市中央公民館）

第21回理事会

第２回各郡市会長・専務理事連絡会議

全国の65歳以上の割合（高齢化率）が27.7％になった。沖縄が超高齢社会の水準に初めて突入した事を
うけ、今年、全ての都道府県で超高齢社会となったようだ。
先日、地元の商店街のイベントで、歯科相談ブースに参加したのだが、相談者の９割が高齢者だった。昔、
通学路だった商店街で、学校帰りに寄り道して友達との懐かしい思い出の場所だが、今ではシャッターが目
立ち、飲食店や文具店も学生ではなく、杖や押し車を押す高齢の方々が多くすっかり様変わりしてしまった。
震災前、スーパーの一角にあったファーストフード店はどこかのサロンのようで、お客の高齢者率が全国一
ではないかと思えるほどだった。淋しさは感じるものの、高齢者のパワーに感服する。“オーラルフレイル”
予防にも力を入れて、ますます元気な人生を謳歌してもらいたい。
祖父もめでたく（⁉）100歳を迎えた。まさかの有言実行に驚愕している。３世代大老中老初老介護は大
変であるが、気難しい肥後もっこすが穏やかな笑顔を見せてくれるようになり、若輩歯医者はこれからも頑
張らなければ…　　
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